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▲社会福祉法人 的場会のスタッフのみなさん

特　集 介護現場のいま



今
回
の
特
集
は
、「
介
護
現
場
の
い
ま
」
を
テ
ー
マ
に
、

社
会
福
祉
法
人  
的
場
会 

の
皆
さ
ん
に
介
護
現
場
の

現
状
・
課
題
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

特
　集

介
護
現
場
の
い
ま

川
本
議
員
　堀
越
議
員
が
聞
く

Q　

 

ま
ず
最
初
に
自
己
紹
介
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

中
川　
そ
れ
ぞ
れ
呼
び
名
は
ち
が
い
ま

す
が
、
的
場
会
に
あ
る
数
事
業
所
の
施

設
長
、
管
理
者
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
を
出
て
か
ら
は
10
年
ほ
ど
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
を
し
て
か
ら
帰
っ
て
き
て
も
う

15
年
が
経
ち
ま
し
た
。

佐
渡　
瀬
戸
内
園
の
主
任
ケ
ア
ワ
ー
カ

ー
と
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
合

相
談
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
兼
務
し

て
い
ま
す
。
３
人
の
子
ど
も
が
い
る
ん

で
す
が
、
的
場
会
で
産
休
・
育
休
を
い

た
だ
い
て
、
家
庭
と
両
立
し
な
が
ら
23

年
目
に
な
り
ま
し
た
。

新
開　
瀬
戸
内
園
で
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

と
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
担
当
も
し
て

い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
を
心
が
け
な
が

ら
、
体
調
管
理
に
も
気
を
つ
け
て
休
ま

ず
元
気
な
こ
と
が
私
の
取
り
柄
で
す
。

増
野　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
基
本
的
に

元
気
な
方
が
対
象
の
施
設
な
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
お
一
人
お
一
人
の
お
話
を
よ
く

聞
い
て
、
そ
の
方
の
立
場
に
立
っ
た
支

援
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

Q　

 

施
設
の
紹
介
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

中
川　
的
場
会
は
大
き
く
２
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
お
り
、
港
町
に
は

昭
和
56
年
開
設
の
コ
ー
ポ
ま
と
ば
と
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
瀬
戸
内
園
の
２
施

設
４
事
業
所
、
新
開
地
区
に
は
平
成
23

年
４
月
開
設
の
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
ま
と
ば

に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
と
３
事

業
所
が
あ
り
ま
す
。

　
38
年
前
に
は
じ
め
た
当
時
は
、
介
護

施
設
に
対
す
る
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
、
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

Q　

 

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
な
ん

で
す
か
。

佐
渡　
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

利
用
者
さ
ん
か
ら
の
感
謝
の
気
持
ち
を

言
葉
で
い
た
だ
く
と
、
自
分
の
励
み
に

も
な
り
、
そ
れ
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

繋
が
り
ま
す
。

　
ま
た
高
齢
者
施
設
な
の
で
、
人
生
の

最
期
に
立
ち
会
う
時
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
最
大
限

副主任ケアワーカー

新開 奈美さん（36）
趣味：カープ観戦

ケアワーカー

増野 寛行さん（29）
趣味：釣り・車

主任ケアマネジャー

佐渡 裕子さん（45）
趣味：ソフトボール

施設長

中川 勝喜さん（47）
趣味：カープ観戦
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の
こ
と
は
行
っ
て
、
お
み
お
く
り
す
る

と
い
う
の
は
こ
の
仕
事
な
ら
で
は
だ
と

思
い
ま
す
し
、
そ
う
い
っ
た
部
分
も
含

め
て
喜
び
や
悲
し
み
を
共
感
し
合
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

新
開　
利
用
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
の
方

に
私
た
ち
の
関
わ
り
方
次
第
で
喜
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
で
す
。

員
同
士
で
課
題
解
決
の
報
告
を
し
た
り

目
標
を
確
認
し
な
が
ら
、
こ
の
仕
事
に

や
り
が
い
を
持
て
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ま
た
併
せ
て
、
介
護
を
一
生
の
仕
事

と
し
て
選
ん
だ
時
に
、
例
え
ば
結
婚
・

子
育
て
・
マ
イ
ホ
ー
ム
と
い
う
よ
う
な

将
来
設
計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
処

遇
改
善
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

Q　

 

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
使
用
状

況
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

新
開　
昨
年
の
12
月
か
ら
使
い
始
め
て
、

現
在
は
１
ヶ
月
毎
に
職
員
が
交
代
で
使

用
し
て
試
し
て
い
ま
す
。
小
柄
な
職
員

や
女
性
職
員
に
と
っ
て
は
、
排
泄
介
助

や
移
動
介
助
の
際
に
負
担
軽
減
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
装
着
は
慣
れ
れ
ば
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
体
に
直
接
当
て
る
パ
ッ
ド
が
筋
肉

の
動
き
を
読
み
取
っ
て
引
っ
張
り
上
げ

て
く
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
で
す
。
補
助

レ
ベ
ル
が
５
段
階
あ
り
自
分
に
あ
っ
た

レ
ベ
ル
に
調
節
で
き
ま
す
。

佐
渡　
夜
勤
で
は
日
中
と
は
違
っ
て
一

人
で
介
助
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
。
今

は
個
人
で
腰
痛
バ
ン
ド
な
ど
を
着
け
て

予
防
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ア
シ
ス
ト

し
て
く
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
せ

る
よ
う
に
な
れ
ば
楽
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

Q　

 

今
後
、
行
政
に
望
む
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

中
川　
介
護
に
関
わ
る
制
度
は
複
雑
に

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
権
限
も
国
か

ら
県
へ
、
県
か
ら
市
へ
移
っ
て
い
る
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
必
要
な
介
護

は
何
な
の
か
を
、
見
極
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
時
に
こ

そ
行
政
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
県
と
市
の
担
当
者
と
話
す
場
は
あ
り

ま
す
が
、
県
と
市
、
施
設
側
も
ま
だ
ま

だ
温
度
差
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
原
市
の
課
題
を
そ
れ
ぞ
れ
言
い
合

え
る
よ
う
な
、
今
日
の
よ
う
に
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
話
が
出
来
る
機
会
が
あ
れ
ば

有
り
難
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
に
で
き
な
い
部
分
を

一
緒
に
協
力
し
な
が
ら
、
日
々
の
生
活

や
人
生
の
最
期
ま
で
を
利
用
者
さ
ん
に

と
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
介
護
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

増
野　
利
用
者
さ
ん
か
ら
す
る
と
、
私

は
孫
く
ら
い
の
年
齢
で
、
支
援
は
さ
せ

て
い
た
だ
く
中
で
、
人
生
の
先
輩
と
し

て
、
礼
儀
や
人
と
の
関
わ
り
方
、

人
生
観
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ

く
こ
と
も
沢
山
あ
り
、
自
分
自

身
の
成
長
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ー
ム
で
支
援
方
法

を
考
え
て
実
践
し
、
そ
れ
が
良

い
方
向
に
進
ん
だ
と
き
に
は
自

分
の
自
信
に
も
な
り
、
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。

Q　
 

仕
事
で
苦
労
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

中
川　
一
番
苦
労
し
て
い
る
の

が
人
材
確
保
で
す
。
普
段
の
業

務
を
行
う
た
め
に
は
公
的
な
最

低
人
数
に
上
乗
せ
し
て
配
置
し

て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
ど
の
業
界
も
人
手
不
足
で
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
他
の
３

人
が
言
っ
て
く
れ
た
よ
う
な
魅

力
を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の
か

が
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
法
人
と
し
て
は
職
員
の
資
格

取
得
の
手
助
け
を
し
た
り
、
職

▲和やかな表情で語られるお話の中にも「介護」に対する熱い思いが伝わってきました。

▲導入している「介護ロボット」を試着する川本議員
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平成29年 第2回定例会提出議案などの　概要と付託委員会と委員会採決の結果

総
務
文
教
委
員
会
の

よ
う
す

　
当
委
員
会
で
は
、
本
会

議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た

議
案
を
、
６
月
15
日
・
22

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
審

議
致
し
ま
し
た
。

　
審
議
の
過
程
に
お
い
て
、

特
に
質
疑
が
活
発
に
展
開

さ
れ
た
案
件
が
、
議
案
第

31
号
と
議
案
第
37
号
で
し

た
。

　
議
案
第
31
号
に
お
い
て

は
、
認
定
農
業
者
を
は
じ

め
と
す
る
農
業
者
の
育
成
、

今
後
の
本
市
に
お
け
る
農

業
の
在
り
方
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
案
第
37
号
に

お
い
て
は
、
施
策
の
拡
充

も
含
め
た
質
疑
が
な
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
の
定
住
促
進
に

お
い
て
示
唆
に
富
む
、
よ

り
有
意
義
な
質
疑
と
な
り

ま
し
た
。

　
以
上
、
そ
の
他
の
案
件

の
質
疑
も
含
め
て
、
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
９
議

案
の
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

原
案
通
り
全
会
一
致
で
可

決
致
し
ま
し
た
。

委
員
長 

山
元
経
穂

議案番号 議案名 議案の概要 付託委員会 委員会採決

議　案
第 33 号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

農業委員会等に関する法律の一部が改正され，農
業委員会の委員の選出方法が変更されたことに
伴い，竹原市農業委員会委員を任命しようとする
もの （赤坂　佳折　氏）

総務
原案
同意

議　案
第 34 号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

農業委員会等に関する法律の一部が改正され，農
業委員会の委員の選出方法が変更されたことに
伴い，竹原市農業委員会委員を任命しようとする
もの （西野　勇一　氏）

総務
原案
同意

議　案
第 35 号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

農業委員会等に関する法律の一部が改正され，農
業委員会の委員の選出方法が変更されたことに
伴い，竹原市農業委員会委員を任命しようとする
もの （祐本　征武　氏）

総務
原案
同意

議　案
第 36 号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

農業委員会等に関する法律の一部が改正され，農
業委員会の委員の選出方法が変更されたことに
伴い，竹原市農業委員会委員を任命しようとする
もの （山元　ネ豊子　氏）

総務
原案
同意

議　案
第 37 号

竹原市定住促進条例案
未利用市有地を活用し，市内への定住を促進す
る事業を実施するため，その対象者及び手続き
など，必要な規定を整備するもの

総務
原案
可決

議　案
第 38 号

竹原市税条例の一部を改
正する条例案

地方税法の一部が改正されたことに伴い，個人
市民税における控除対象配偶者の定義を見直す
とともに軽自動車税のグリーン化特例に係る読
替規定などを整理するもの

総務
原案
可決

議　案
第 39 号

竹原市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を
定める条例の一部を改正
する条例案

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準の一部が改正されたことに伴
い，教育・保育給付に係る支給認定証の交付等に
ついて必要な規定を整備するもの

民生
原案
可決

議　案
第 40 号

平成 29 年度竹原市一般
会計補正予算（第 1 号）

歳入歳出それぞれ 1,477 万 5 千円を増額補正す
るもの

総務
原案
可決

発　議
第29-1号

地方議会議員の厚生年金へ
の加入を求める意見書（案）

地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出するも
の（意見書の内容は 11 ページに記載しています。）

省略

※「総務」は総務文教委員会「民生」は民生都市建設委員会
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平成29年 第2回定例会提出議案などの　概要と付託委員会と委員会採決の結果

民
生
都
市
建
設
委

員
会
の
よ
う
す

　
平
成
29
年
第
２
回

定
例
会
に
お
け
る
当

委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
は
議
案
30
号
、

議
案
39
号
の
２
議
案

で
あ
り
、
６
月
13
日

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
担

当
課
よ
り
、
提
案
の

要
旨
、
変
更
の
内
容
、

改
正
の
経
緯
等
議
案

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
第
30
号
議
案
に
つ

い
て
は
、
広
島
中
央

環
境
衛
生
組
合
規
約

の
変
更
で
、
内
容
つ

い
て
は
事
務
所
所
在

地
番
の
変
更
で
あ
り
、

重
複
す
る
「
山
番
地
」

か
ら
「
山
耕
番
地
」

へ
の
変
更
で
あ
り
ま

す
。
法
務
局
に
よ
る

重
複
地
番
の
解
消
作

業
の
実
施
に
伴
い
山

番
地
の
表
記
が
変
更

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

組
合
事
務
所
の
所
在

地
番
を
変
更
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
第
39
号
議

案
つ
い
て
は
、
特
定

保
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育

事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
改
正
の
条

例
案
で
あ
り
ま
す
が
、

「
支
給
認
定
証
」
の

交
付
の
義
務
化
か
ら

保
護
者
の
申
請
に
よ

る
「
任
意
交
付
」
に

す
る
な
ど
内
閣
府
令

で
定
め
ら
れ
た
基
準

と
同
様
の
基
準
を
設

け
る
こ
と
と
す
る
も

の
で
、
事
務
処
理
の

簡
素
化
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　
６
月
23
日
、
一
括

質
疑
・
討
論
・
採
決

と
諮
っ
た
結
果
、
両

議
案
と
も
形
式
的
議

案
で
あ
り
、
説
明
員

の
的
確
な
説
明
を
受

け
全
会
一
致
で
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

副
委
員
長 

竹
橋
和
彦

議案番号 議案名 議案の概要 付託委員会 委員会採決

報　告
第 1 号

平成 28 年度竹原市一般
会計繰越明許費繰越計算
書について

平成 28 年度予算のうち平成 29 年度へ繰り越し
た経費について報告するもの

報　告
第 2 号

平成28年度竹原市公共下
水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書について

平成 28 年度予算のうち平成 29 年度へ繰り越し
た経費について報告するもの

報　告
第 3 号

平成 28 年度竹原市水道
事業会計予算繰越計算書
について

平成 28 年度予算のうち平成 29 年度へ繰り越し
た経費について報告するもの

報　告
第 4 号

竹原市税条例の一部改正
について

地方税法の一部改正に伴う竹原市税条例の一部
改正の専決処分について報告するもの

省略

報　告
第 5 号

竹原市国民健康保険税条
例の一部改正について

地方税法施行令の一部改正に伴う竹原市国民健
康保険税条例の一部改正の専決処分について報
告するもの

省略

報　告
第 6 号

竹原流通センター株式会
社の経営状況について

竹原流通センター株式会社の経営状況について
報告するもの

議　案
第 29 号

人権擁護委員の推薦につ
き議会の意見を求めるこ
とについて

人権擁護委員中 三永　惠子 委員は，平成29年9
月 30 日をもって任期満了につき，その後任委員
を推薦しようとするもの（上田　敏子　氏）

省略

議　案
第 30 号

広島中央環境衛生組合規
約の変更について

国における重複地番の解消作業に伴い，組合事
務所の所在地番が変更されることから，組合規
約の地番表示を変更するもの

民生
原案
可決

議　案
第 31 号

竹原市農業委員会委員の
少なくとも 4 分の 1 を認
定農業者等に準ずる者と
することにつき議会の同
意を求めることについて

委員の過半数を認定農業者等又はこれに準ずる
者とする要件を満たすことが困難であることか
ら，委員の少なくとも4分の1を認定農業者等に
準ずる者とするもの

総務
原案
同意

議　案
第 32 号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

農業委員会等に関する法律の一部が改正され，農
業委員会の委員の選出方法が変更されたことに
伴い，竹原市農業委員会委員を任命しようとする
もの （石本　進　氏）

総務
原案
同意
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本会議における採決の結果

議員名

議　案

今
田

　佳
男

竹
橋

　和
彦

山
元

　経
穂

高
重

　洋
介

堀
越

　賢
二

川
本

　
　円

井
上
美
津
子

大
川

　弘
雄

道
法

　知
江

宮
原

　忠
行

北
元

　
　豊

宇
野

　武
則

松
本

　
　進

脇
本

　茂
紀

採
決
の
結
果

報　告
第 4 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案承認

報　告
第 5 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案承認

議　案
第 29 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　案
第 30 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　案
第 31 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 32 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 33 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 34 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 35 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 36 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案同意

議　案
第 37 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　案
第 38 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　案
第 39 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

議　案
第 40 号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

発　議
第 29-1号

〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 議 × 〇 〇 欠 〇 原案可決

「議」は議長、「〇」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席。

　竹
原
市
議
会

　災
害
支
援
連
絡
会
設
置

　要
領
等
を
策
定
し
ま
し
た

　
災
害
時
に
お
け
る
竹
原
市
議
会
の
役
割

を
明
確
に
し
、
災
害
に
対
す
る
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
平
成
29
年
６

月
、
「
竹
原
市
議
会
災
害
支
援
連
絡
会
設

置
要
領
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
要
領
は
、
竹
原
市
に
大
規
模
災
害

が
発
生
し
、
竹
原
市
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
市
議
会
が
災

害
対
策
本
部
の
対
応
を
支
援
す
る
た
め
に

必
要
な
事
項
や
、
災
害
時
に
お
け
る
議
員

の
対
応
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
す
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
対
応
研
修

に
参
加
し
た
議
員
が
中
心
と
な
っ
て
組
織

さ
れ
た
防
災
作
業
部
会
に
お
い
て
、
他
市

へ
の
視
察
研
修
や
協
議
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
要
領
に
基
づ
き
「
災
害
発

生
時
の
竹
原
市
議
会
議
員
の
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
併
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。
災
害

と
は
原
因
で
は
な
く
、
結
果
で
あ
る
。
不

幸
な
結
果
と
な
ら
ず
、
少
し
で
も
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
活
か
せ
る
よ
う

に
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
議
員
の
安

否
確
認
・
連
絡
体
制
を
確
立
す
る
と
共
に
、

防
災
の
備
え
と
し
て
、
非
難
訓
練
や
研
修

会
を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
支
援
連
絡
会
設
置
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官
民
連
携
に
よ
る
竹
原

市
介
護
従
事
職
員
の
安

定
確
保
に
つ
い
て

質
問　去

る
６
月
１
日
、
民
生

都
市
建
設
委
員
会
と
し
て

市
内
11
法
人
で
構
成
さ
れ

る
竹
原
地
域
社
会
福
祉
法

人
協
議
会
会
長
法
人
の
現

地
調
査
を
し
、
現
在
策
定

中
の
第
７
次
介
護
保
険
計

画
や
平
成
27
年
度
の
介
護

報
酬
減
額
に
伴
う
事
業
経

営
上
の
影
響
、
介
護
従
事

職
員
の
確
保
等
々
に
つ
い

て
実
情
を
お
聞
き
し
、
率

直
か
つ
忌
憚
の
な
い
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　各
法
人
に
お
か
れ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
経
営
努

力
に
よ
り
介
護
従
事
職
員

の
確
保
に
努
力
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、

介
護
労
働
市
場
に
お
け
る

都
市
間
競
争
も
激
化
し
て

お
り
安
定
的
な
介
護
労
働

力
の
確
保
は
、
社
会
福
祉

法
人
の
個
別
的
な
取
り
組

竹
原
市
子
育
て
世
帯
向

け
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

に
つ
い
て

質
問

①
現
在
の
入
居
数
と
今
後

の
見
通
し
を
伺
い
ま
す
。

②
前
回
の
答
弁
の
中
で
、

入
居
状
況
が
厳
し
い
よ
う

で
あ
れ
ば
、
入
居
資
格
や

家
賃
助
成
の
見
直
し
を
検

討
す
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
か
。

答
弁
（
市
長
）

①
全
27
戸
の
う
ち
14
戸
と

な
っ
て
お
り
、
新
婚
世
帯

や
転
入
者
世
帯
を
中
心
に

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
入

居
率
も
過
半
数
を
若
干
超

え
た
状
況
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
徐
々
に
効
果
が
発
現

し
て
い
る
も
の
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
が
、
更
な
る

入
居
者
確
保
に
向
け
、
取

み
で
は
極
め
て
困
難
な
状

況
に
あ
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。　竹

原
市
と
し
て
、
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、

介
護
職
に
就
く
な
ら
竹
原

市
内
の
事
業
所
と
の
労
働

力
市
場
で
の
高
い
評
価
を

得
る
べ
く
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま

す
が
、
市
長
の
ご
所
見
を

お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）

　
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
労
働
力
人
口
が
減
少

す
る
な
か
、
持
続
可
能
な

介
護
保
険
制
度
の
運
営
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の

た
め
、
安
定
的
か
つ
継
続

的
な
介
護
人
材
の
育
成
・

確
保
が
必
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
介
護
人
材
の
育
成
・
確

保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

市
町
の
取
組
と
併
せ
、
広

域
的
な
施
策
も
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
広
島
県
で

は
介
護
職
員
不
足
の
対
応

と
し
て
、
経
営
者
団
体
、

職
能
団
体
、
教
育
・
労
働

関
係
機
関
、
行
政
等
の
25

団
体
か
ら
な
る
広
島
県
福

祉
・
介
護
人
材
確
保
等
総

合
支
援
協
議
会
を
設
置
し
、

介
護
人
材
の
確
保
・
育
成

定
着
に
向
け
総
合
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
介
護
人
材
の
確
保

対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
人
材
確
保
推

進
体
制
整
備
事
業
と
し
て
、

市
町
に
お
け
る
関
係
団
体

が
一
元
的
に
人
材
確
保
対

策
を
推
進
す
る
た
め
の
組

織
づ
く
り
を
支
援
し
て
お

り
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
昨
年
度
、
竹
原
市
福

祉
介
護
人
材
確
保
等
総
合

支
援
協
議
会
が
設
置
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も

竹
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
、
広
島
県
や
竹

原
地
域
社
会
福
祉
法
人
協

議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら

介
護
人
材
の
育
成
・
確
保

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

り
組
む
必
要
が
あ
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
こ
の
度
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

入
居
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
分
析
結
果
も
踏
ま
え
、

更
な
る
入
居
促
進
の
た
め

の
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

バ
ン
ブ
ー
・
ジ
ョ
イ
・

ハ
イ
ラ
ン
ド
指
定
管
理

に
つ
い
て

質
問

①
新
た
な
指
定
管
理
者
選

定
に
向
け
て
、
選
考
委
員

会
を
含
め
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
伺
い
ま
す
。

②
体
育
施
設
と
公
園
施
設

を
一
括
し
て
の
管
理
が
、

そ
も
そ
も
の
問
題
で
は
な

か
っ
た
の
か
、
公
園
管
理

だ
け
で
考
え
れ
ば
地
元
業

者
に
、
よ
り
参
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
分
離
し
て

発
注
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

答
弁
（
市
長
）

①
今
月
中
を
目
標
に
、
外

部
委
員
に
よ
る
第
１
回
委

員
会
を
開
催
し
、
平
成
29

年
第
４
回
定
例
会
に
指
定

議
案
を
上
程
い
た
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ

な
い
民
間
事
業
者
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
た
創
意

工
夫
を
こ
れ
か
ら
も
求
め

続
け
、
市
民
や
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
持
続
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行

う
と
と
も
に
経
費
の
節
減

に
も
つ
な
げ
て
い
く
た
め

に
は
、
総
合
的
に
施
設
を

管
理
運
営
し
て
い
く
こ
と

が
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

宮原　忠行　議員

川本　円　議員

一
般
質
問

▲スマイルマンション ▲バンブー・ジョイ・ハイランド
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市
政
の
取
組
み
に
つ
い

て質
問　吉

田
市
政
も
早
３
年
半

の
時
を
迎
え
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　単
独
市
制
を
選
択
し
た

前
小
坂
市
長
の
後
を
担
う

中
、
大
変
な
重
責
か
つ
職

責
を
担
い
、
こ
の
間
、
市

政
運
営
に
邁
進
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　そ
の
中
で
、
就
任
時
に

所
信
表
明
演
説
に
お
い
て

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う

言
葉
を
発
し
、
６
つ
の
挑

戦
を
掲
げ
、
「
住
み
よ
さ

実
感
」
の
実
現
に
向
け
、

更
な
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　し
か
し
、
こ
れ
ら
の
種

々
施
策
の
取
組
み
に
も
拘

ら
ず
、
本
市
の
人
口
減
少

な
ど
未
だ
喫
緊
の
課
題
も

山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
本
市
の
更
な

る
発
展
に
お
い
て
、
市
長

は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
考

公
文
書
取
扱
い
つ
い
て

質
問　街

路
樹
移
植
承
諾
願
い

に
は
造
園
業
者
の
施
工
で

移
植
先
は
市
長
の
指
示
に

従
う
こ
と
、
そ
の
他
完
工

検
査
等
が
明
確
に
示
さ
れ

て
お
り
、
市
長
と
業
者
の

契
約
行
為
で
は
？

答
弁
（
市
長
）

　
今
回
の
移
植
承
諾
願
い

に
対
し
て
承
諾
す
る
行
為

は
、
一
方
の
意
見
や
要
望

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
契
約
行
為
で
は
な
い

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

銀
行
跡
地
公
園
に
つ
い
て

質
問　小

公
園
建
設
周
辺
の
固

定
資
産
税
評
価
額
は
平
成

26
年
時
で
（
坪
）
13
万
８

２
３
円
で
、
市
の
公
園
用

地
購
入
額
は
19
万
２
，
０

０
０
円
で
す
。
こ
の
用
地

購
入
額
は
ど
の
よ
う

な
方
法
で
決
定
さ
れ

た
の
か
？

答
弁
（
市
長
）

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
な
ど
、
今
後
に
お
き

ま
し
て
も
、
本
市
の
持
つ

強
み
を
生
か
し
な
が
ら
活

力
あ
る
竹
原
市
を
目
指
し

て
、
一
歩
一
歩
着
実
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問　本

市
の
掲
げ
る
住
み
よ

さ
実
感
の
実
現
に
向
け
て
、

引
き
続
き
竹
原
市
の
か
じ

取
り
を
担
っ
て
い
か
れ
る

お
つ
も
り
な
の
か
、
ご
所

見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）

　
微
力
な
私
で
あ
り
ま
す

が
、
12
月
24
日
投
票
の
市

長
選
に
再
出
馬
す
る
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
、
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

え
ら
れ
、
ま
た
、
今
後
の

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
ご
所
見

を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）

　
本
市
が
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
進
め
て
い
く
た

め
、
少
子
・
高
齢
化
な
ど

人
口
減
少
社
会
に
ど
う
向

き
合
う
か
、
市
民
の
皆
様

の
住
み
よ
さ
の
維
持
・
向

上
の
た
め
に
、
現
実
を
直

視
し
て
変
化
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
か
、
こ

の
こ
と
が
本
市
に
お
け
る

も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
、
様
々
な
分

野
に
お
い
て
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
施
策
・
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
３
年
半
の
取
組
み
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
ま
だ
ま

だ
課
題
が
あ
る
も
の
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
が
、
成

果
と
し
て
実
を
結
ん
だ
も

の
の
ほ
か
、
今
後
も
継
続

し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
、
成
果
が

出
る
ま
で
に
期
間
を
要
す

る
も
の
、
こ
れ
か
ら
も
時

間
を
か
け
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
、

さ
ら
に
重
点
化
し
て
取
り

　
固
定
資
産
税
評
価
額
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
が
定

め
た
「
固
定
資
産
評
価
基

準
」
に
基
づ
き
、
原
則
と

し
て
公
示
価
格
の
70
パ
ー

セ
ン
ト
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
議
員
ご
指
摘

の
公
園
用
地
購
入
額
と
の

差
額
と
な
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
実
際
の
用

地
購
入
額
に
つ
き
ま
し
て

は
、
不
動
産
鑑
定
会
社
に

よ
る
不
動
産
の
鑑
定
評
価

に
基
づ
き
購
入
し
て
お
り

ま
す
。

 （
旧
）市
立
体
育
館
跡
地
不

動
産
鑑
定
に
つ
い
て

質
問　不

動
産
評
価
基
準
は
、

不
動
産
鑑
定
士
が
鑑
定
評

価
を
行
う
際
の
基
準
と
し

て
、
国
土
交
通
省
が
示
す

指
針
。
本
件
は
鑑
定
士
が

解
体
費
を
５
千
万
円
と
積

算
し
て
い
る
が
、
他
に
事

例
が
確
認
し
た
も
の
で
３

件
と
答
弁
。
事
例
の
内
容

は
？

答
弁
（
市
長
）

　
鑑
定
会
社
に
よ
る
解
体

費
積
算
の
事
例
は
、
本
市

以
外
の
公
共
工
事
に
お
け

る
解
体
工
事
の
評
価
事
例

と
し
て
、
不
動
産
鑑
定
会

社
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ

り
３
件
で
あ
り
ま
す
。

就
学
前
教
育
の
現
状
及

び
広
報
で
の
取
扱
い
に

つ
い
て

質
問　広

報
紙
と
共
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ふ
れ
あ
い
館
の
施
設

の
宣
伝
文
書
が
年
１
回
配

布
さ
れ
て
い
る
が
。

答
弁
（
市
長
）

　
多
く
の
子
育
て
世
帯
に

事
業
の
周
知
を
図
る
た
め
、

社
会
福
祉
課
で
チ
ラ
シ
を

受
理
し
、
全
戸
配
布
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

質
問　現

在
市
内
の
幼
稚
園
・

保
育
所
・
こ
ど
も
園
そ
の

他
各
施
設
に
通
園
の
定
数

と
実
数
は
？

答
弁
（
市
長
）

H25.5.1 H29.4.1

認可定員 実数 認可定員 実数

幼稚園 505 206 230 51

保育所 625 532 405 233

こども園 410 344

合計 1130 738 1045 628

宇野　武則　議員

井上　美津子 議員

質 問
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竹
原
市
の
災
害
対
策
に

つ
い
て

質
問

①
高
潮
浸
水
マ
ッ
プ
・
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
・
地

震
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
つ
い
て
（
更
新
時
期
・

作
成
数
・
作
成
費
・
配
布

方
法
等
）

②
土
砂
災
害
マ
ッ
プ
の
必

要
性
に
つ
い
て

③
各
地
域
で
実
施
さ
れ
る

防
災
対
策
や
啓
蒙
活
動
に

対
し
て
、
行
政
と
し
て
の

役
割
と
積
極
的
な
支
援
に

つ
い
て

④
広
島
県
防
災
Ｗ
ｅ
ｂ
の

リ
ン
ク
に
つ
い
て

答
弁
（
市
長
）

①
平
成
17
年
度
に
高
潮
浸

水
マ
ッ
プ
、
平
成
19
年
度

に
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

平
成
25
年
度
に
地
震
・
津

波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
計

３
種
類
作
成
し
て
お
り
ま

す
。
作
成
数
及
び
作
成
費

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高

潮
浸
水
マ
ッ
プ
が
１
５
，

「
地
域
学
校
協
働

　
活
動
」に
つ
い
て

質
問

「
地
域
学
校
協
働
活
動
」

と
は
、
地
域
全
体
で
子
ど

も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を

支
え
る
と
と
も
に
、
「
学

校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
地
域

と
学
校
が
相
互
に
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働

し
て
行
う
様
々
な
活
動
で

す
。

「
地
域
学
校
協
働
本
部
」

「
地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
」
を
進
め
ら
れ
る
お

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁
（
教
育
長
）

　
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か

に
育
む
た
め
に
は
、
学
校

及
び
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
つ

つ
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
育
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
地
域
学
校
協
働
本
部
」

の
体
制
整
備
や
「
地
域
学

実
施
し
て
お
り
、
本

年
度
は
市
民
を
対
象

と
し
た
防
災
の
専
門

家
を
招
い
て
の
防
災

講
演
会
も
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
で
の
防
災
訓
練
や
会

合
等
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、

災
害
時
に
お
け
る
持
ち
出

し
品
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
日

頃
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ

を
啓
発
し
て
お
り
、
今
後

に
お
き
ま
し
て
も
、
市
民

の
防
災
意
識
の
向
上
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
以
前
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
設
定
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
そ
の
場
所
が

わ
か
り
づ
ら
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
防
災
の
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き

る
よ
う
設
定
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

駐
車
場
で
は
、
休
日
等
に

お
い
て
混
雑
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
解
消
に
向
け
て
国
や
県

な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

し
て
お
り
ま
す
が
、
解
決

に
至
る
ま
で
に
は
時
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
公
共

交
通
機
関
の
利
用
の
呼
び

か
け
や
臨
時
駐
車
場
の
設

置
に
加
え
、
観
光
地
周
辺

に
交
通
警
備
員
を
配
置
し
、

車
で
の
来
訪
者
へ
の
案
内

を
実
施
す
る
な
ど
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
の
方
々
や

国
・
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

来
訪
者
の
満
足
度
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

０
０
０
部
、
３
５
４
万
９

千
円
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
１
０
，
０
０
０
部
、

３
４
６
万
５
千
円
、
地
震

・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
２
０
，
０
０
０
部
、
４

３
５
万
２
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
竹

原
市
広
報
の
配
布
時
に
併

せ
て
、
高
潮
浸
水
マ
ッ
プ

及
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
対
象
区
域

に
、
地
震
・
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
全

戸
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

②
現
在
、
広
島
県
に
お
き

ま
し
て
、
土
砂
災
害
防
止

法
に
基
づ
く
区
域
指
定
業

務
を
実
施
さ
れ
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
そ
の
基

礎
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に

お
き
ま
し
て
、
県
に
よ
る

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の

指
定
が
完
了
し
た
後
、
土

砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

③
地
域
に
お
い
て
出

前
講
座
や
県
と
連
携

し
た
図
上
訓
練
等
を

校
協
働
活
動
推
進
員
」
の

委
嘱
に
つ
き
ま
し
て
も
、

今
後
に
お
い
て
調
査
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

観
光
事
業
の
状
況
に
つ

い
て

質
問　駐

車
場
の
不
足
、
大
久

野
島
と
町
並
み
保
存
地
区

を
つ
な
ぐ
交
通
手
段
が
不

便
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
観

光
客
の
受
け
入
れ
体
制
は

改
善
さ
れ
な
い
ま
ま
で
す
。

　他
市
と
の
連
携
も
検
討

し
な
が
ら
、
観
光
客
の
満

足
度
を
上
げ
る
対
策
が
必

要
と
考
え
ま
す
が
、
今
後

の
対
策
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

答
弁
（
市
長
）

　
本
市
の
観
光
地
周
辺
の

堀越　賢二　議員

今田　佳男　議員

一 般
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憲
法
９
条
の
改
憲
発
言

・
共
謀
罪
法
と
市
民
の

平
和
・
暮
ら
し
に
つ
い

て質
問　戦

争
法(

安
保
法
制)

や

共
謀
罪
法
の
強
行
採
決
、

憲
法
９
条
の
改
憲
発
言
、

森
友
学
園
・
加
計
学
園
問

題
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
に
国
民
の
不
安
・
不

信
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

①
安
倍
総
理
の
改
憲
発
言

は
、
公
務
員
に
課
し
た
憲

法
99
条
の
違
反
で
は
。

②
自
衛
隊
明
記
の
改
憲
発

言
は
、
憲
法
９
条
２
項
・

戦
力
不
保
持
の
死
文
化
と

な
り
、
海
外
で
の
武
力
行

使
に
道
を
開
く
こ
と
に
な

る
、
市
長
の
認
識
は
。

③
共
謀
罪
法
は
、
一
般
人

も
対
象
に
監
視
社
会
が
強

め
ら
れ
自
由
に
も
の
が
言

え
な
い
暗
黒
社
会
を
危
惧

す
る
声
が
あ
る
。
こ
れ
は

守
し
、
実
施
す
る
」
「
内

容
が
履
行
さ
れ
な
い
場
合

は
工
事
施
行
を
中
止
す
る
」

と
の
約
束
で
す
。

　住
民
は
、
平
成
29
年
３

月
27
日
、
覚
書
の
内
容
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
と
の
調

停
を
起
こ
さ
れ
ま
し
た
、

市
は
「
本
件
調
停
は
不
調

に
し
て
い
た
だ
く
し
か
な

い
」
と
問
答
無
用
に
切
り

捨
て
る
。
住
民
は
、
な
ぜ

竹
原
市
は
約
束
を
守
ら
な

い
の
か
怒
り
心
頭
で
す
。

　市
長
は
、
調
停
の
回
答

書
に
「
履
行
済
で
あ
る
」

と
は
、
相
手
方
の
「
了
承

を
得
て
い
る
」
と
の
認
識

で
す
か
。

答
弁
（
副
市
長
）

①
・
②　
平
成
27
年
１
月

22
日
に
交
渉
し
ま
し
た
。

意
見
が
相
違
し
て
お
り
合

意
に
至
っ
て
い
な
い
状
況

で
す
。
そ
の
部
分
に
つ
い

て
は
公
平
中
立
に
保
て
な

い
可
能
性
が
あ
る
の
で
コ

メ
ン
ト
を
差
し
控
え
ま
す
。

　
我
々
は
誠
実
な
対
応
を

し
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、
具
体
的
に
い

ろ
い
ろ
と
話
を
し
て
お
り

ま
す
が
合
意
に
至
っ
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

憲
法
19
条
に
違
反
と
私
は

考
え
ま
す
が
、
市
長
の
認

識
は
。

答
弁
（
市
長
）

①
・
②　
改
憲
発
言
は
安

倍
自
民
党
総
裁
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
の
発
言
で
す
。

改
憲
発
議
権
を
有
す
る
国

会
で
ま
ず
は
十
分
な
議
論

が
な
さ
れ
る
べ
き
で
す
。

③
組
織
犯
罪
処
罰
法
の
改

正
は
、
諸
外
国
で
テ
ロ
行

為
が
多
発
す
る
中
で
、
日

本
国
内
で
の
同
様
な
行
為

の
発
生
へ
の
懸
念
等
に
よ

り
法
制
化
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

仁
賀
ダ
ム
建
設
に
伴
う

竹
原
市
と
住
民
の
覚
書

に
つ
い
て

質
問　２

０
１
４
年
６
月
市
議

会
の
私
の
質
問
で
吉
田
市

長
は
、
引
き
続
き
誠
意
を

も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
と

答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

①
こ
の
間
、
住
民
と
何
回

協
議
さ
れ
、
そ
の
結
果
は

ど
の
様
に
な
り
ま
し
た
か
。

②
覚
書
は
、
「
項
目
に
つ

い
て
誠
実
に
対
応
し
、
厳

４月２７日　 広島中央環境衛生組合議会 
全員協議会・定例会

５月　９日　民生都市建設委員会
５月１５日　総務文教委員会
５月１６日　長野県安曇野市議会来市
５月１９日　5月19日議会運営委員会（定例会申し入れ）
５月２４日　全国市議会議長会総会
５月２５日　議会だより編集委員会
６月　１日　民生都市建設委員会（市内視察）
６月　２日　全員協議会
　　　　　　議会だより編集委員会
６月　８日　議会運営委員会（会期前）
６月１３日　第２回定例議会（～６月２７日）
６月１５日　総務文教委員会（会期中）
　　　　　　議会だより編集委員会
６月１６日　民生都市建設委員会（会期中）
６月１９日　本会議　一般質問（～６月２１日）

６月２１日　議会だより編集委員会
６月２２日　総務文教委員会（会期中）
６月２３日　民生都市建設委員会（会期中）
６月２６日　議会運営委員会（会期中）
６月２７日　防災作業部会報告会
７月　７日　 広島中央環境衛生組合議会 

全員協議会・臨時会
７月１３日　議会だより編集委員会
７月１９日　総務文教委員会
　　　　　　議会だより編集委員会
７月２０日　民生都市建設委員会
　　　　　　代表者会議
７月２５日　公共施設ゾーン調査特別委員会
　　　　　　議会だより編集委員会
７月２６日　宮城県大崎市議会来市
７月２７日　議会運営委員会
８月　１日　千葉県市川市議会来市

議 会 の う ご き

松本　　進　議員

一
般
質
問
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平
成
29
年
度
全
国
市
議
会
議

長
会
の
総
会
に
お
い
て
、
永
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
正
副

議
長
４
年
以
上
表
彰
と
し
て
、

北
元
豊
議
員
が
、
議
員
在
職
10

年
以
上
表
彰
と
し
て
宮
原
忠
行

議
員
が
表
彰
さ
れ
６
月
13
日
、

議
場
に
て
表
彰
状
の
伝
達
式
を

行
い
ま
し
た
。

6月定例会では議員発議により意見書を提出。
賛成多数により可決し、国・政府へ提出しました。

意見書

地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書
　地方創生が、我が国の将来にとって重要な政治課題となり、その実現に向け大きな責任
を有する地方議会の果たすべき役割は、ますます重要となっている。
　このような状況の中、地方議会議員は、これまで以上に地方行政の広範かつ専門的な諸
課題について住民の意向をくみとり、的確に執行機関の監視や政策提言等を行うことが求
められている。
　また、地方議会議員は、議会活動のほか地域における住民ニーズの把握等様々な議員活
動を行っており、近年においては、都市部を中心に専業化が進んでいる状況にある。
　一方で、統一地方選挙の結果をみると、投票率が低下傾向にあるとともに無投票当選者
の割合が高くなるなど、住民の関心の低さや地方議会議員のなり手不足が深刻な問題とな
っている。
　よって、国民の幅広い層からの政治参加や地方議会における人材確保の観点から、地方
議会議員の厚生年金加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

《送付先》
衆議院議長　　大島　理森　様（〒100-8960　東京都千代田区永田町1-7-1　衆議院議事部請願課気付）

参議院議長　　伊達　忠一　様（〒100-8961　東京都千代田区永田町1-7-1　参議院議事部請願課気付）

内閣総理大臣　安倍　晋三　様（〒100-8914　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣府大臣官房気付）

内閣官房長官　菅　　義偉　様（〒100-8968　東京都千代田区永田町1-6-1　内閣官房気付）

総務大臣　　　高市　早苗　様（〒100-8926　東京都千代田区霞が関2-1-2　総務省大臣官房気付）

財務大臣　　　麻生　太郎　様（〒100-8940　東京都千代田区霞が関3-1-1　財務省大臣官房気付）

厚生労働大臣　塩崎　恭久　様（〒100-8916　東京都千代田区霞が関1-2-2　厚生労働省大臣官房気付）

　全
国
市
議
会
議
長
会

　表
彰
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●平成28年度政務活動費支出状況（議員数：14名） （単位：円）

議員名 交付額 執行額計 使　用　内　容 差し引き返納額

今田　佳男 240,000 240,000
研究研修費…237,040　地方議員研修会セミナー他
調 査 旅 費……1,340　尾道市
資料購入費……1,620　書籍「多様なナンバーワン作り」

0

竹橋　和彦 240,000 131,710 研究研修費…131,710　地方議員研究会セミナー 108,290

山元　経穂 240,000 132,340 研究研修費…132,340　地方議員研究会セミナー 107,660

高重　洋介 240,000 50,040 研究研修費 … 50,040　地方議員研究会セミナー 189,960

堀越　賢二 0

川本　　円 240,000 111,240 研究研修費…109,840　行政改革推進協会セミナー他
資料購入費……1,400　 書籍「無理して学校へ行かなくていいは本当か」 128,760

井上美津子 240,000 150,134 研究研修費…132,220　地方議員研究会セミナー他
資料購入費 … 17,914　書籍「地方創生へのまちづくり・ひとづくり」他 89,866

大川　弘雄 240,000 240,000 研究研修費…240,000　行政改革推進協会セミナー他 0

道法　知江 240,000 148,715
研究研修費 … 89,620　地方議員研究会セミナー他
資料購入費 … 52,535　書籍「空き家対策と特措法の手引き」他
会　議　費……6,560　広島県女性議員クラブ総会・研修

91,285

宮原　忠行 0

北元　　豊 240,000 88,800 研究研修費 … 88,800　地方議員研究会セミナー 151,200

宇野　武則 240,000 80,746 調 査 旅 費 ……4,790　広島市内
資料作成費 … 75,956　弁護士費用他 159,254

松本　　進 0

脇本　茂紀 240,000 177,006 資料購入費…177,006
　　　　　　追録加除、書籍「注釈地方自治法」他 62,994

○平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月までの収支で、交付額が 0 の人は申請されてません。
○全ての項目について、収支を証明する領収書が添付されています。
○閲覧を希望される方は議会事務局へ連絡ください。
○各議員の執行状況等については市議会 HP からも閲覧できます。

各議員の政務活動費収支報告

　政務活動費とは、議員報酬とは別に、議員活動のための経費として交
付されるもので、竹原市では議員１人当たり年額24万円が交付されます。
　全国的には、議員活動に必要でない品物を買っていたり、実態のない
出張に使われていたりといった問題がいくつか発生しており、マスコミ
等でも大きく取り上げられています。
　竹原市では、条例で使途基準が定められており、研修会への参加費、
先進地調査や現地調査を行うための費用、図書や資料の購入費など、議
員活動のために必要な経費として認められるものに限り使用できます。
　交付を受けた議員は、収支報告書を市長に提出して厳格な審査を受け、
使われなかった額については、市に返還することとされています。
　この収支報告書は誰でも閲覧することができ、竹原市議会のホームペ
ージでも公開していますので、市民の皆様の目からも厳格なチェックを
頂きたいと思っています。

そもそも

「政務活動費」

ってなーに？
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常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
５
月
15
日
、
当
委
員
会

は
、
「
竹
原
市
の
地
方
創

生
の
取
組
み
に
つ
い
て
」

と
し
た
所
管
事
務
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
調
査
目
的
と
し
て
は
、

地
方
創
生
に
関
連
し
て
こ

れ
ま
で
本
市
が
取
り
組
ん

で
き
た
施
策
を
検
証
・
整

理
し
、
同
時
に
今
後
の
取

組
み
に
活
か
す
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
委
員
会
で
は
、
ま
ず
初

民
生
都
市
建
設

常
任
委
員
会

　
人
口
減
少
が
益
々
深
刻

化
す
る
中
で
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
関
連
経
費

の
増
大
や
厳
し
い
財
政
の

下
、
２
０
２
５
年
を
見
据

え
た
現
在
策
定
中
の
第
７

期
介
護
保
険
計
画
や
平
成

27
年
度
の
介
護
報
酬
減
額

に
伴
う
事
業
運
営
管
理
上

の
影
響
、
介
護
従
事
職
員

め
に
、
主
に
地
方
創
生
に

関
わ
る
担
当
部
課
長
か
ら

の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後

委
員
各
位
に
よ
る
質
疑
を

行
う
形
式
で
進
行
し
ま
し

た
。

　
質
疑
で
は
、
地
方
創
生

を
全
国
的
な
政
策
と
し
て

国
が
取
り
組
む
き
っ
か
け

と
な
っ
た
人
口
問
題
に
関

す
る
事
が
議
題
と
し
て
多

く
上
が
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
の
一
部
を
記
す

と
、
本
市
の
将
来
の
人
口

推
計
、
少
子
高

齢
化
、
人
口
減

少
に
対
す
る
定

住
施
策
、
ま
た

人
口
問
題
に
付

随
す
る
も
の
と

し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
の
維
持
・
活

性
化
、
医
療
・

介
護
・
福
祉
等

の
人
材
確
保
・

育
成
、
他
に
も

地
方
創
生
の
中

で
の
女
性
活
躍

推
進
へ
の
環
境

整
備
、
ふ
る
さ

の
確
保
等
々
に
つ
い
て
、

実
情
を
認
識
す
る
た
め
平

成
29
年
６
月
１
日
、
民
生

都
市
建
設
常
任
委
員
会
と

し
て
社
会
福
祉
法
人　
仁

寿
会　
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
「
ハ
ー
ト
フ
ル
竹
原

中
央
」
に
現
地
視
察
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ま
ず
ハ
ー
ト
フ
ル
竹
原

中
央
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

施
設
長
よ

り
説
明
を

受
け
た
後

に
、
委
員

の
質
問
に

対
し
一
問

一
答
で
、

率
直
か
つ

忌
憚
の
な

い
意
見
交

換
を
行
い

ま
し
た
。

　
主
な
質

問
の
内
容

と
し
ま
し

て
は
、

①
平
成
27

年
度
の
介

護
報
酬
減

と
教
育
へ
の
充
実
等
、
様

々
な
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ら
の
質
疑
に
対
し

て
、
担
当
部
課
で
は
、
本

市
の
地
方
創
生
の
指
針
で

あ
る
「
竹
原
ま
ち
・
ひ
と

・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
基
づ
い
て
、
人
口
減
少

社
会
を
始
め
と
す
る
諸
課

題
へ
の
取
組
み
を
今
後
と

も
行
い
、
「
創
生
総
合
戦

略
」
に
記
し
た
目
標
の
維

持
・
達
成
へ
向
け
て
「
市

民
の
声
」
を
反
映
し
な
が

ら
邁
進
し
て
い
く
と
い
う

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
の
施
策
に
関

す
る
予
算
は
、
本
市
の
今

年
度
予
算
に
大
き
く
反
映

さ
れ
、
そ
の
骨
格
を
為
し

て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
今
回
の
所
管

事
務
調
査
で
検
証
、
再
認

識
し
た
事
を
委
員
各
位
が

注
視
す
る
と
共
に
、
併
せ

て
理
事
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
本
市
の
地
方

創
生
の
発
展
に
繋
げ
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
委
員
長　
山
元
経
穂

額
に
伴
う
事
業
経
営
上
の

影
響
に
つ
い
て
。

②
介
護
従
事
職
員
の
確
保

に
つ
い
て
。

③
入
所
希
望
者
の
待
機
者

数
に
つ
い
て
。

④
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

実
施
状
況
と
財
源
対
策
に

つ
い
て
。

⑤
独
自
の
奨
学
金
の
支
給

に
つ
い
て
。

⑥
そ
の
他
課
題
等
々
に
つ

い
て
。

　
実
情
を
お
聞
き
し
、
大

変
解
り
や
す
い
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。

　
時
を
経
て
到
来
す
る
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
「
２
０
２
５
年

問
題
」
や
現
在
策
定
中
の

第
７
期
介
護
保
険
計
画
に

お
け
る
諸
課
題
に
対
し
、

現
地
調
査
の
実
情
を
検
証

し
市
議
会
と
し
て
行
政
上

の
計
画
・
施
策
に
対
し
持

続
可
能
な
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
担
保
さ
れ
る
よ

う
審
査
・
提
言
等
に
活
か

し
て
参
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
副
委
員
長　
竹
橋
和
彦
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取
材
後
記

　
今
回
、
的
場
会
さ
ん
へ

の
取
材
で
感
じ
た
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
人
」
で
し
た
。

　
資
格
や
経
験
が
仕
事
を

す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ら
を
持
っ
た
「
人
」
が
す

る
わ
け
だ
か
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
な
ど
、

人
間
力
を
し
っ
か
り
と
磨

い
て
い
く
事
が
、
利
用
者

さ
ん
へ
の
適
切
な
対
応
や
、

そ
の
ご
家
族
の
方
々
へ
の

安
心
感
に
も
つ
な
が
っ
て

い
き
、
ま
た
職
員
が
チ
ー

ム
と
し
て
動
い
て
い
く
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
と
い
う
事
で
す
。

　
現
場
を
取
り
巻
く
環
境

は
非
常
に
厳
し
い
も
の
と

想
像
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

を
感
じ
さ
せ
な
い
施
設
長

を
は
じ
め
職
員
の
皆
さ
ん

の
明
る
い
笑
顔
が
印
象
的

で
し
た
。

　
担
当
委
員

堀
越　
賢
二

●
議
会
だ
よ
り
発
行
後
、

読
ん
だ
よ
と
言
わ
れ
、
特

に
40
代
50
代
の
方
か
ら
の

反
響
が
大
き
く
、
30
代
以

下
の
人
は
そ
も
そ
も
広
報

自
体
を
見
て
い
な
い
の
で

は
。

●
今
ま
で
あ
ま
り
目
を
通

す
こ
と
が
無
か
っ
た
が
、

こ
の
表
紙
で
見
て
み
よ
う

か
な
と
思
い
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、

質
問
だ
け
を
読
ん
だ
ら
答

弁
ま
で
は
、
特
に
長
い
答

弁
は
読
ま
な
い
で
す
。

●
ネ
ウ
ボ
ラ
や
な
ら
し
保

育
な
ど
竹
原
市
の
い
い
施

策
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ

し
い
。

●
市
役
所
に
い
っ
て
も
ど

の
課
に
い
っ
た
ら
い
い
の

か
分
ら
な
い
、
１
か
ら
10

ま
で
教
え
て
く
れ
る
窓
口

が
ほ
し
い
。

●
議
員
さ
ん
が
遠
い
存
在

に
な
ら
な
い
よ
う
、
堅
苦

し
く
な
い
感
じ
で
、
自
己

紹
介
み
た
い
な
記
事
も
よ

い
の
で
は
。

…「
的
場
会
」の
取
材
を
通
じ
て 

…

くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

　　　　http://www.city.takehara.lg.jp/

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

読
者
の
声

▲
ロ
ー
タ
ス
イ
ン
ま
と
ば

◀
コ
ー
ポ
ま
と
ば

　編  

集  

後  

記

　
先
日
の
新
聞
に
こ
ん
な
記

事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
昨
年
度

の
寄
付
額
は
、
27
年
度
の
１・７

倍
増
の
約
２
，
８
４
４
億
円
。

１
位
は
２
年
連
続
で
宮
崎
県

都
城
市
で
約
73
億
３
，
３
０

０
万
円
、
昨
年
４
月
に
大
規

模
な
地
震
が
あ
っ
た
熊
本
県

熊
本
市
は
復
興
支
援
の
寄
付

が
急
増
し
て
約
36
億
８
，
６

０
０
万
円
で
６
位
に
入
り
ま

し
た
。
熊
本
城
の
修
復
な
ど

に
も
充
て
ら
れ
る
善
意
の
寄

付
金
で
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と

納
税
は
税
の
在
り
方
と
し
て

画
期
的
な
制
度
に
な
り
得
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ち
な
み
に
竹
原
市
は
27
年

度
の
10
倍
の
約
３
，
８
０
０

万
円
で
し
た
。
こ
の
有
り
難

い
支
援
の
気
持
ち
を
竹
原
市

の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
は

ふ
る
さ
と
納
税
に
大
き
な
期

待
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
大
川　
弘
雄

●
連
絡
先

竹
原
市
役
所
議
会
事
務
局

竹
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市
中
央
五
丁
目
１
番
35
号
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　話 
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︱
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長
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子
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